
滞留／リードタイム短縮に関するお困り事へ ←　クリック

導入先例
 (業種・年商・従業員数
等)

☆中小/中堅製造業
☆企業ニーズ例
　・仕掛・在庫が多く、現場がいつもモノであふれている。それでいて、欠品も発生している。
　・”大ロットが良し”に代表される部分最適が横行し、全体最適の思考に調整できない。
　・在庫が増えキャッシュフローが悪化している

流れ化改善支援
　　～滞留をなくし、リードタイム短縮と在庫低減で利益体質へ～

コンサルティング

概要
(全角200文字以内)

現場を見渡すと、部材・仕掛・完成品が適正量も分からず所狭しと山積している。そんなモノ
の滞留は、作業や管理のムダを増幅させ、いつもやりくりに追われる現場を生み出していま
す。そして、いくら個別の改善を行っても、抜け出すことは出来ません。当然、キャッシュフ
ローにも悪影響を及ぼします。「流れる現場」への転換を徹底支援。リードタイムを短縮し、俊
敏かつ柔軟な生産体制、及び在庫低減へとつなげます。

特長
(全角40文字以内×3つ)

一工程化/工程間連動/小ロット化/ボトルネック解消等モノの流し方を設計・改善

モノの流し方に加え、レイアウト/組織/情報システムからも整流化を総合的に支援

受注～出荷/製造工程内/調達物流を対象に、適正在庫を維持し流れ化を促進

https://www.kaizen-wp.jp/service/okomarigoto/nouki/

